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はじめに
近年､社会情勢が著しく変化し､過大なスト
レスが原因と考えられる心身の不調を訴える学
生が少なくない｡加えて､過大なストレス状況
下とは客観的に判断され難い学生においても､
同様な不調を訴える場合も報告されている｡さ
らに､うつ病や神経症､引きこもりなどといっ
たといった精神的な問題を抱えている例も少な
くない｡これらの詳細については､各大学にお
ける保健室や学生相談室による定期刊行物など
の資料､あるいはそれらの担当者との個人的通
信からも明らかである｡この事実は､学生自身
のストレス耐性の低下､あるいは適切なストレ
スマネージメント･スキルを修得していないこ
とが原因の一つと考えられる｡
また､最近ではコンピューターおよびIT関
連産業の発達は目覚しいものがある｡ I T技術
の革新によって我々は数多くの恩恵を受けてき
たが､一一一万､機械化社会がもたらす運動不足の
弊害は､単なる体力低~円ことどまらない｡かつ
ては中高年者だけが罷患するとされてきた糖尻
病､高血圧､肥満などの生活習慣病が､最近で
は大学生の年代においても問題視されている｡
心身の健康の維持･増進をはかるためには､
｢運動･栄養･休息｣のバランスを保つことが重
要であることは従来から指摘されてきたが､最
近では､それらの裏付けとなる多くの基礎研究
が報告されている｡特に､最近の脳神経科学､
公衆衛生学､スポーツ医学､健康心理学等の研
究によれば､運動不足や食生活の乱れが生活習
慣病の発生因子となることが､遺伝子などのミ
クロのレベルで､あるいは心や行動といったマ
クロのレベルで明らかとなっている｡
従来から､教育活動の中でも保健体育教育は
重視され､主要な科目の･つとして採用されて
きた｡これまでの制度的背景にHを向ければ､
1 94 9年の新制大学発足と同時に保健体育科日
は必修科目として採用され､入学教育において
もそれなりに重要な役割を果たしてきたと考え
られる｡本学においても､学生の心身の正常な
発達を促し､健全なストレス発散と協調性を養
いながら生涯にわたる健康管理能力を養うため
の教育として実施されてきた経緯がある(付録
を参照)｡しかしながら､その教育内容が卜述の
ような社会環境の変化に対して柔軟に適応して
いくためには､これまでの教育内容やt二川勺をあ
らためて検証しなおすことが不可欠と考えられ
る｡
2006年4月に､本学の社会体育研究所研究
会において､ ｢現代の大学教育における保健体育
科目の役割｣についての活発な議論がなされた
結果､大学体育(注: 1955年までは体育科U
と称していた)の時代的背景および体育･スポ
ーツの教育的効果を再調査する必要性があるこ
とが､共通認識として確認された｡本調査では､
以上の流れを踏まえて､ 1)大学保健体育教育
の歴史的背景を再確認すること､ 2)大学保健
体育教育の効果に関連した研究の再検討を行う
ための資料を収集することが目的である｡
( 1 )大学保健体育教育の歴史的背景に関する調
査
1 )大学保健体育科目必修化までのプロセス
大学保健体育教育における保健体育科目の必
修化のプロセスは､次の通りである｡
大学において体育が必修科目として採用され
たのは､ 1949年(昭和24年)､新制大学の発
足がきっかけとなっている｡それまでは､大学
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卒業資格要件単位は1 20単位であり､新制大学
以前､体育は必修科目ではなかった｡しかしな
がら､戦後の国民の健康･体力の貧弱な状況を
改善するために､将来を担う大学生に体育教育
は必須不可欠であると考え､体育4単位を追加
する働きかけがなされた｡その結果､大学基準
協会の中に体育保健研究委員会が設けられ,保
健体育科目の必修化が大学基準委員会総会で承
認され､大学基準の中に､新たに､ ｢大学は体育
に関与する講義及び実技各2単位以上を課すこ
とを要する.｣また[学士号を与える資格の最低
要求は七の4に定めた定義に従って決定された
単位1 20及び体育の単位4を4力年以内に獲得
することとする. 】として.大学において体育を
必修科目として採用することが決定したとされ
ている(｢大学保健体育50年の歩み｣ (社)全国
大学体育連合編､および江橋憤四郎著｢新制大
学発足期の体育実技の評価　一東京大学の場合
-｣ (体育の科学48巻1998)を引用)｡
2)新制入学発足期における体育の目的
新制大学発足期における入学体育のト用勺は､
｢学生の健康を保持増進し､社会的遺徳的精神を
滴養し､もって､学生生活を豊かならしめ､さ
らに進んで社会生活を価値あらしめる基礎をつ
くるにある｣と述べられている｡
東京大学における保健体育教育の【川勺や歴史
的背景について付録に掲載した｡
( 2 )大学保健体育教育の効果に関する調査
1)調査方法
本調査では､ ｢体育･スポーツの効果｣につい
て､論文検索ナビゲーター､ CiNii (サイニー)
を用いて検索した｡
汁) C iNi iとは､ citationlnformationby
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NIの略で､学協会で発行された学術雑誌
と入学等で発行された研究紀要の両方を
検索し､検索された論文の引用文献情報
から､本文を参照するためのものである｡
C iNi iの収録データベースおよび対象デ
ータベースは以卜の通りである｡収録データベ
ースは､電子図書館サービス(国立情報学研究
所)､引用文献索引データベース(国立情報学研
究所)研究紀要､目次速報データベース､研究
紀要ポータル(各大学の共同入力)､雑誌記事索
引データベース(国立国会図書館)､ NII電了･ジ
ャーナルリポジトリ､ Science Citationlndex
Expanded､ SociaJ Sciences Citation lndex､ Arts &
Humanities Citation lndexであった0
-万､対象データベースは､博上論文書誌デ
ータベース､民間助成研究成果概要データベー
ス､経済学文献索引データベース､民間助成決
定課題データベース､ 『維新史料綱要』データベ
ース､古文書目録データベース､家政学文献索
引データベース､分子生命科学レビュー文献情
報データベース､化学センサーデータベース､
霊長類学文献索引データベース､日本独文学会
文献情報データベース､日本におけるスラブ地
域研究文献データベース､文化財科学文献デー
タベース､化学と教育､日本建築学会文献索引
データベース､日本における中東･イスラーム
研究文献日録､中央アジア研究文献目録､ロシ
ア外交史料館口本間達文書日録データベース､
教科教育実践学関係資料(国語科)データベー
ス､社会学文献情報データベース､地理学文献
データベース､日本アメリカ研究文献情報デー
タベース､東南アジア関係文献日録データベー
ス､大型コレクションディレクトリー､日本の
医学会会議録データベースである｡
2 )調査結果
+食索キーワー ドとヒッ ト数について
CiNi を用いて 「体育、効果」のキーワ
ー ドで検索した結果、 2619件 (1949年から
2004年)であった(表1) 0また、「体育、実
技、評価」で検索した結果、ヒッ ト数は 60件
( 1 956年~ 2004年)であった(表2)0 次
に、大学体育に限定した文献を調査するために、
キーワー ドを「大学体育、効果」および 「大学
体育、心理」に絞り込んだ結果、「大学体育、効
果」では、 358件(1 951年から 2004年)、
「大学体育、 心理」では、184件(1 957年か
ら2005年)であった(表3)。
表 4は、各大学等における体育実技に関する
アンケート調査研究・論文の一覧表である O 表
2で示した 「体育、実技、評価」のキーワード
で検索された60件の中から 28件をピックアッ
プした。内訳は、体育、実技、評価に関するも
の251'牛、コミュニケーションスキルに関わるも
の3件であった。
( 3 )大学保健体育教育の効果を調べた個別の研
究例
1 )心理的効果についての論文紹介
心理的効果についても、論文検索ナピゲータ
ーCiN i(サイニー)を用いて検索した。まず、
はじめにキーワードを 「大学体育、心理」とし
検索した。その結果、ヒットした論文は 184件
( 1 957年から 2005年)であり、そのうち
「大学体育の心理的効果について」調査報告して
いるものは、 49件であった。今回は、 49件の
中から 「体育 ・スポーツが精神的健康に及ぼす
影響」について報告されている 3つの論文を紹
介する O
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検索エンジン
キーワード
CiNii 
体育、効果
ヒット数 2619 
発表年代 側年~2004年
表 1.検索キーワード (体育、効果)とヒ ット数
検索エンジン
キーワード
ヒット数
ピックアップ数
発表年代
表 2. キ ワード (体育、実技、評価)とヒ ット数
表3
理)と ヒット数
ア)題名 :運動習慣とス トレス緩和との関連に
ついて
発行所:日本体育大学体育研究紀要
円田善英 日本体育大学体育心理研究室
佐々木宏児 日本体育大学大学
楼井忠義 日本体育大学健康科学研究室
目的
「運動習慣により外部環境からのス トレッサー
と心理的ス トレス反応との聞に介在する意識統
制活動が尤進し、ストレス反応が緩和される」
という仮説を証明した。
方法
a)調査対象者東京、広島の大学生422名
(男子186名、女子236名)
b)質問紙 1 )運動実態調査
2)意識統制調査
3 )心理ストレス反応検査
表4.各大学等における体育実技に関するアンケート調査研究･文庫一覧
(コ＼
1 ??B?蜉w体育実技の学生による脚に関する比較研究:捜業改善のために本学学生を手がかリとして ??)?ｧr?ｽ胡,陽介;永田,靖章 ??)???l,39-59,2(X的 
2 ??B?ﾌ育実技における評価方法の新しい試みについて 亶ｸ?ﾔ鮎hﾘ)9?ｩnXｧxﾕ｢?ｽ間,哲雄;宍戸,隆之 亶ｸ?ﾔ鮎hﾘ)9?ｩnXｧxﾕｨﾊHｸhｴ冽b?40),139-143,2(氾4 
3 ??2?002年度｢基礎体育実技｣に対する学生の授業評価 ?ﾈｹ?9zy?ｧr?C本,直文;桜井,智野風;磯川,正教 ?y?暮:陷逢yD饑?(28),41-51,2003 
4 ??"?{学学生による体育実技の授業評価:選択必修科目｢生涯スポーツ演習｣について 仂ｩ??ｧr???萱志喜 仂ｩ?ｧx?霈ｩ??ｧy?屍??ﾈ?68怦ｧxﾊHｸh+駢b?,15-22,2002 
5 ??"?001年度｢基礎体育実技｣に対する学生の授業評価 ?ﾈｹ?9zy?ｧr?走{,直文;桜井,智野風;安部,孝 ?y?暮:陷逢yD饑?(27),19-27,2002 
6 ??"?竡闌ｧ立大学の｢体育実技｣における授業評価の試み 舒(訷ﾊyzy?ｧr?笆{,淳 舒(訷ﾊyzy?ｧxｬXﾎﾈｧyYHｴ冽b?,115-120,2002 
7 ???2000年度｢基礎体育実技｣に対する学生の授業評価 ?ﾈｹ?9zy?ｧr?C本,直文;三宅,紀子;安部,孝 ?y?暮:陷逢yD饑?(26),29-37,2(氾1 
8 ???00年度福祉産業学科における体育実技授業に関する授業評価 仗?YY?9?ｧr?ｪ本,孝信 仗?YY?9?ｧxｴ冽b?(1),41-44,2CKX) 
9 ?涛?体育実技の授業における学生の評価(その3):体力レベルの観点から 兀?ｨﾙ?ｹ?ｧr?蜑Y,隆陽:吾平,育 兀?ｨﾙ?ｹ?ｧxｴ冽b??1-125,1999 
10 ?涛?本学新入生の体育実技科目へのニーズと評価についての一考察 ?Y8ﾉ[h峪?ｧr?ｺ頭,圭介:大橋二郎;秋葉盛夫 ?Y8ﾉ[h峪?ｧxｴ冽b?37),9ト97,1999 
ll ?涛?休育実技の授業に関する意識調査一一自己点検.自己評価の一環として 傴ﾉgｸ餽怏?ｧr?ﾂ山,良成 傴ﾉgｸ餽怏?ｧxｴ冽b?28),148-152,1999 
12 ?涛?新制大学発足期の体育実技の評価一一東京大学の場合 ?ﾈｹ?Xｧr?]橋,慎四郎 ?ﾈ支,ﾈ怦ｧr?8(12),960-965,1998 
13 ?涛?私立大新入生の体育実技科目へのニーズと評価について ?Y8ﾉ[h峪?ｧr?ｺ貌圭介;大橋二郎;秋葉盛大:中間湘男;馬渡慮代 ?ｩgｹ?支ｧx檠?檍ﾘb?49),644,1998 
14 ?涛?心地好い汗を流す(体育実技)だけでは評価は低い?(<特集>学生の成績評価) ?ﾙFy?ｧr?ﾄ藤,慎一 ?ﾙFx7H4?ｸ8??49,47-51,1998 
15 ?涛r?w生による授業評価(必修体育実技)-第3報- ?I&ﾘ?怏?ｧr?ｬ島,淳仁 ?I&ﾘ?怏?ｧxｮ?(怦ｧx怦ｴ冽b?24),1-24,1997 
16 ?涛b?w生による｢体育実技脚力づくりコース)｣に対する評価:催柑個7ンケ-トによる自己点検.評価の試み ?9'?Xｧr?t岡,文男;島,健 ?9'?Xｧy?屍?9,27-57,1996 
17 ?涛b?基礎体育実技｣に対する学生の授業評価 ?ﾈｹ?9zy?ｧr?ﾀ部,孝;舛本,直文;棉,祐二[他] ?ﾈｹ?9zy?ｧy?支ｧxﾊHｸb?1,21-29,1996 
18 ?涛R?ﾌ育実技から健康.スポーツ科学実習へこ自己評価による新カリキュラムの創造 ??ｹ?ｧr?ﾁ軌哲也;美崎,教if;五島,祐治郎[他] ?Xﾈ(ｻ8支ﾊHｸb?,1-16,1995 
19 ?涛B?蜉wにおける体育授業改善のための基礎的研究:体育実技における｢受講学生の授業評価｣を通して ?9'?Xｧr?R本,理人;日和三千男;鈴木,守 ?9'?Xｧy?屍?7,2ト31,1994 
20 ?涛2?蜉wにおける体育授業改善のための基礎的研究:体育実技における｢受講学生の授業評価｣を通して ?9'?Xｧr?R本,理人;鈴木,守;日和,三千男 ?ｩgｹ?支ｧx檠?檍ﾘb?4(B),814,1993 
21 ?涛2?ﾌ育実技捜業の効果の検討-2-開心,効果と1線の自己吉和,体力の自己吉和働.スポーツの細状況屑束の進蕗との関係について ?ﾈｹ隍??ｩ?ｧr??ﾓ,光 ?ﾈｹ隍??ｩ?ｧy???47),313-338,1993 
22 ?涛"?ﾌ育実技の授業に対する受講学生の評価一一基本体育｢体操｣の授業に関して 佝8呵ｶ?ﾙ?ｧr?ﾁ藤,大仁;山内,鷲;今栄,貞吉 ?ﾈ支ﾊHｸh?ｴ冽b?2(1),95-104,1992 
23 ?塔?大学の保健体育実技に対する学生の意識と評価｢大学保健体育実技の意義を闘う｣ ??ﾈ?zy?ｧr???和則 ??ﾈ?zy?ｧxｴ冽b?7,9-23,1989 
24 ?田2?蜉wにおける体育実技の評価に関する研究 ?ﾈｹ?Xｧr?齣?英夫 ?ﾈ支ｧxｴ冽b?2),1-8,1963 
25 ?鉄?大学における体育実技の評価に関する一考察 ?ﾈｹ?Xｧr?齣?英夫 ?ﾈ支ｧxｴ冽b?(4),120-126,1959 
コミュニケ-シ∃ンスキル ? ? 
1 ??"?ﾌ育に活用できるコミュニケーション技法に関する一考察 冖韭?(怏?ｧr?桾?呈示 冖韭?(怏?ｧxﾊHｸhｴ冽b?32),65-70,2∝I2 
2 ???特集スポーツでコミュニケーション ?朝日新聞社 儘ﾈﾙ?饑?(488),6-19,2CKX) 
3 ?塔"?ﾌ育の教授一一学習過程におけるコミュニケーションに関する研究 冖ﾈﾌ8夊ﾔ鮎i?ｧr?ﾛ山,真司 冖ﾈﾌ8夊ﾔ鮎i?ｧxｧy_?(34),355-361,1982 
4 ?都"?x育授業のコミュニケーションシステムに関する研究:10.体育方法に関する研究 儘ﾉ8y?ｧr?ｲ藤,善治 ?ｩgｹ?支ｧx檠?檍ﾘb?26),609,1975 
専修大学社会体育研究所　アンケート調査資料
結果
a)大脳活動値と自覚症状との相関関係につい
て(表5)
b)日常運動活動と心理ストレス反応との比較
(表6)
C)意識統制活動と心理的ストレスとの相関関
係
(表7)
表5.大脳活動値と自覚症状の相関関係
(∩=30)
I.覚醒.緊張の群 剔滑ﾖ係数 ??騷b３?
Q1 ?ｨ*ｨ5?(4ﾈ8ｨ+x.?0.385* ?B繧?
Q2 ?ｨ*ｨﾞ?h,H*(.?0.415* ?r??
Q3 ?(.??h,乖斡8*ｨ*??0.427* ?ゅ"?
Q4 ?ｹ7?或?8ｫH*ｨ*??0.474* ?"絣?
Q5 侏8ｴ8*ｨ*??0.473* ?"紕?
rI.判断.害己憶の群 
Q6 僵ｹ&h7??ｨ,?"?.433* ?ゅr?
Q7 ?ｨ,ﾈ?5ﾘ*ｩ?*"?.489* ?2纈?
Q8 ?影?ｨ*ｨ,?"?.381* ?B絣?
Q9 俟ﾈ*h*ｨ-ﾈ,h-ﾈ.?0.342* 免ﾂ縒?
Q10 冰ﾉ?*ｨ*?ﾘ.?0.353* ?"絣?
m.感情.行為の群 
Qll ?鞐ﾈ*ｨ5??ｸ5?X*??0.498* ?B繧?
Q12 偖y(h*ｨ,X*ｸ.?0.399* ?R纈?
Q13 僖ﾙ?,X*??0.442* ?偵R?
Q14 ???ｨ?.?X,H*(.?0.572* ?"縒?
Q15 俾兒ｨ/?(986x8ﾘ?8ｸ,X*ｸ.?0.485* ?2絣?
表6.日常運動状態と意識統制活動および心理的ストレス反応との比較
*p<0.05
単位-得点
意識統制活動 剴叝妺^動の状態 儺検定 "_旦栗運動群_([)≡14_7)…… 平士別直±SD 峯?(暮:餮9?ﾅ??Uﾓ3(?m｢?ﾘ贓¥ｩ+ﾈ?4B?
合計得点 稗闕8?9ﾙ?ｨ?窿c??5.7±9.70 ?r??ゅ3?p<0.001 
意識統制 白隕??ｽ?2???l.9±4.01 唐綛?2經R?<0.001 Ⅱ.判断.記憶(20) ??X?2經?8.7±3.42 ?ﾃ???
lIl感情.行為(20) ?2??2縱?10.1±3.68 任ﾃ???
心理的ストレス検査項目 剴叝妺^動の状態 儺検定 日常運動群(∩-147) ??餮9?ﾅ??ﾓ?"?
平均値±SD 兌ﾘｼ?ﾈ?4B?
合計得点 ?5%2ﾓS????53.8±38.02 都2繆?C2ﾃc"?<0.001 
ストレス領域 白??窿s"?20.4±14.42 ?r繹????p<0.001 
Ⅱ.意欲(48) ?"ﾃ?ﾓ偵S?17.4±10.41 ?*ﾓ???
m.思考(32) 湯繆?bﾃ??2.6±7.19 ?ﾃ???
Ⅳ.対人(48) ???ﾓ2??15.9±3.76 ?ﾃ???
I.情動 ?H,"?B?6.5±5.45 湯?贊R纉b?<0.001 不安(24) 澱繹?R?b?.0±5_65 ?ﾃ???
怒り(24) 途??B繝?9.5±5.49 ?ﾃ???
一一.意欲 俾?ﾙ???b?3,2士3.51 釘繹?2纉"?<0.001 無気力(16) 纔?2經? .3±3.92 ?ﾃ???
絶望(16) 迭繹?2紊b?.3±3.92 ?ﾃ???
m.思考 倡hﾖﾉ.?｢?b?5.2±3.38 途??2縱?p<0.001 
侵入的思考(16) 釘綛?2?r?.5±4.00 ?ﾃ???
Ⅳ,対人 ??ｸ+??ｃ??3.5±3.22 迭綛?2縱?p<0.001 依存(16) 釘??2緜?5.7±4.33 ?ﾃ???
対人不信(16) ???2??4.7±3.76 ?ﾃ???
表7.意識統制活動と心理的ストレス反応との相関関係
SRS-50R 意識統制 處ﾈ司¥ｩ?yﾙ4??x8ﾈ5卯ﾘ吮???x8ﾈ5卯ﾘ吮?xﾇi;??
I.情動 ???w?Ⅲ.思考 ?r??ﾂ?
T.意識統制活動 蔦?Cc?｢?0.542** 蔦?Cs弔｢?0.364** 蔦?C途｢｢?
I.覚醒.緊張 蔦?3Sb｢｢?0.450** 蔦?3C2｢｢?0.271 蔦?3コ｢｢?
TI.判断.記憶 蔦?33?｢?0.382** 蔦?C?｢｢?0.278 蔦?3c弔｢?
nl.感情.行為 蔦?Cs?｢?0.528** 蔦?Cs?｢?0.369** 蔦?C途｢｢?
**p<0.01
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要約
1 )日常運動群の意識統制活動および特性別得
点は､運動不足群と比較して高い得点を示
した｡
2 )日常運動群は心理ストレス反応が軽減される｡
3)意識統制活動が高まれば､心理ストレス反
応を低下させるのでストレスコントロール
に役立つ｡
4)ストレス緩和要因に運動刺激が作用して､
意識統制活動を高めるために心理ストレス
が抑制される｡したがって､運動は心理ス
トレスを抑制する｡
イ)題名:定時授業時における筋力トレーニン
グ効果の検討と筋力ノルム作成の試み一専
修大学P FC授業時のデータ分析
(1996年度-2000年度)一
発行所:専修大学体育研究紀要2 4号
(2000年12月)
木村瑞生　東京工芸大学
目的
専修大学で実施している体育演習P F C
(physical fihess class)の授業における､トレーニ
ングの効果を調べること､および10種目のトレ
ーニングマシンについて筋力ノルム表を作成
すること｡
方法
a)被験者:専修大学保健体育科目体育演習
(PFC)を履修した法学部の学生184名男
子112名､女子72名､年齢18-21)｡
b) 4週間の体力トレーニングを1回も欠席せ
ずに参加した学生を｢まじめ-G｣ (男子66
名､女子56名)､ 2回以上欠席した学生を
とし､体力トレーニングの効果を比較｡
C)実施した体力トレーニング:持久性トレー
ニングとして自転車ペダリング7分-10分
(男子120W､女子90W､ 60回転/分)､
およびエクササイズウオーキングあるいはジ
ョギング20分-30分､筋力トレーニング
表8.種目別筋力のノルム表
筋力レベル 測定項目(負荷範囲) ?ﾈ7?ｳ?レベル2 ?ﾈ7?ｳ2?激xル4 ?ﾈ7?ｳR?
レツグプレス(24-283) 田ぴ?22.-154 ?cRﾓ#??18-250 ?c??
レツグエクステンション(9-112) 鼎蔦cr?2-81 塔Rﾓ湯?03.- ?
レツグカール(9-90) 鼎RﾓSB?8-67 都"ﾓsb?1-85 涛??
ベンチプレス(9-88) ?2ﾓ3"?6-41 鼎RﾓSB?8-62 田rﾓsb?
バーチカルチェストベンド(2-42) 澱ﾖﾆﾂ?3-18 ?蔦#B?6-30 ??3R?
プーリーカール(4.5-68) 湯ﾓ??8-22 ?rﾓ3"?6-41 鼎RﾓS?
ラットプルダウン(4.5-82) ?rﾓ3b?1-45 鉄?SB?9-63 田やﾓs"?
ロータリートーソー:右(9-90) ?bﾓCR?9-58 田2ﾓcr?2-81 塔Rﾒ?
ロータリートーソー:左(9-90) ?bﾓCR?9-58 田2ﾓcr?2-81 塔Rﾒ?
アブドミナルクランチ(9-112) 鼎?紊?54-63 田rﾓs"?6-81 塔Rﾓ釘?
ローア-バック(9-180) ?bﾓSB?3-72 塔?湯?08-117 ?#bﾓ?B?
筋力レベル 測定項目(負荷範囲) ?ﾈ7?ｳ?レベル2 ?ﾈ7?ｳ2?激xル4 ?ﾈ7?ｳR?
レツグプレス(24-283) ?Rﾓc?79-90 ??ﾓ?"?33-154 ?cRﾒ?ッ?
レツグエクステンション(9-112) ?"ﾓ3?36-45 鼎蔦S?63-67 都"ﾓ??
レツグカール(9-90) ?"ﾓ3?36-40 鼎R?9.-54 鉄ふc2?
ベンチプレス(9-88) ?～18 ?2?7 ?(??
バーチカルチェストベンド(2-42) ?ﾓB? 途? 免ﾂ簫?
プーリーカール(4.5-68) ?～9 ?2?2 ?x?ﾒ?
ラットプルダウン(4.5-82) ?2ﾓ??2 ?r?2 ?bﾒ?
ロータリートーソー:右(9-90) ?ふ#"?7 ??3b?0 鼎Rﾒ紊?
ロータリートーソー:左(9-90) ?ふ#"?7 ??3b?0 鼎RﾓC?
アブドミナルクランチく9-112) ?"ﾓ#r?1 ?bﾓC?45-49 鉄B簫?
ロー7-バック(9-180) ?ふ#r?6 鼎R?4 田2簽s"?
*各種目の負荷数値､マシンのプレートに記載されている値に合わせた｡
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として上肢､下肢､体幹の10種目のマシン
トレーニング｡
d) 4週間の体力トレーニングの効果をみるため
に､トレーニング前後にエアロバイクテスト
(3分間の自転車ペダリングと引き続き2分間
の回復､計5分)を実施｡トレーニング前後
のペダリング3分後と回復2分後の心拍数お
よびペダリング3分後のRPEをそれぞれ比
較｡
結果
a)エアロバイクテストのペダリング3分後の
心拍数は､男女の｢まじめ-G｣においては体
力トレーニング前より後の値が優位に低下し
た(男子:144.2拍/分-139.1拍/分
RO.0001)､女子:153.0拍/分-147. 4
拍/分　RO.01)｡しかし､｣男女の｢なまけ-
G｣においては､ペダリング3分後の心拍数
は､トレーニング前後で差がなかった｡
b)エアロバイクテストの回復2分後の･L守日数
は､男女の｢まじめ-G｣においては体力トレー
ニングの前より後の値が優位に低下した(男
子: 99.6拍/分-96.0拍/107.2拍/分-10
2.0拍/分It:0.01)｡しかし､男女の｢なま
け-G｣においては､回復2分後の心拍数は､
トレーニング前後で差がなかった｡
C)エアロバイクテストのペダリング3分後の
RPEは､男女の｢まじめ-G｣と女子の｢な
まけ-G｣において､体力トレーニング前より
後の値が優位に低下した｡男子の｢なまけ-G｣
では体力トレーニング前後においてRPEの
変化は示されなかった｡
d) 4週間の体力トレーニング後に示されたエ
アロバイクテストの心拍数の低下は､呼吸循
環器系機能の改善によるものではなく､局所
的な脚筋の神経一筋系の活性化に起因する筋持
-64-
久力の向上によるものと推測された｡
結論
わずか過1日､ 4週間の体力トレーニングで
あっても､日常運動していない学生に対しては､
持久性パフォーマンスの向上に効果的に働くこ
とが示唆された｡
ウ)題名:大学新入生に対する体育演習後に観
察された状態不安の低減傾向
発行所:専修大学体育研究紀要第2 9号(2005
年10月)
大石和男､安川通雄､佐藤雅章､吉田清司､
佐藤　満､野呂　進､長島　博
目的
専修大学で開講されている週1回の体育演習
が､学生の状態不安を低減させる効果があるか
否かを明らかにしようとした｡
方法
a)体育演習授業
体育演習の授業は､ 1回90分､週1回の頻
度で実質合計1 1回から1 2回実施された｡
運動種目の内容は､卓球(88名)､ゴルフ
(59名)､バスケットボール(lo宅)､バ
ドミントン(92名)の合計4種目であった｡
b)調査対象者
専修大学の学生､ 249名(男子学生109
名および女子学生140名)｡
C)心理調査項目
*状態一特性不安　sTAI(state-trait anxiety
inventory :状態一特性不安尺度)
*自己効力感　　一一一般自己効力感尺度
(GSES ; generalself-efrlCaCy scale)を用いた｡
*気分　poMS (Profile of Mood States)を用
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短期間筋力トレーニングによる種目別筋力増加率
測定項目(負荷設定範囲) 人数
トレー ニング前 トレー ニング後 噌加率 t-test 
mean : SD mean : SD mean : SD 
P 
レッグプレス (24~283) 242 161.7 : 41.5 185.1 : 46.2 115.6 : 16.3 P<O.OOOI 
レッグエクスァンション (9~112) 219 82.8 : 19.5 92.8 : 17.3 114.2 : 14.4 P<O.OOOl 
レッグカール (9~90) 222 66.2 : 1.0 72.8 : 10.9 1 0.7 : 9.6 P<O.Oool 
ベンチプレス (9~88) 252 47.1 : 10.6 49.4 : 10.9 105.0 : 7.4 P<O.OOOI 
バーチカルチェストペンド (2~42) 244 18.4 : 5.4 21.2 : 5.9 116.3 : 16.1 P<O.OOOl 
プーリーカール (4.5~68) 252 25.6 : 7.0 28.7 7.8 13.7 : 21.2 P<O.OOOI 
ラ ッ トプルダウン (4 .5~82) 251 45.2 8.9 49.8 : 9.0 11.0 : 10.4 P<O.OOOI 
ロータリー卜ーソー右 (9~90) 248 57.4 : 11.9 64.4 : 11.0 114.0 : 14.7 P<O.OOOI 
ロータリー卜ーソー 左(9~90) 248 56.8 : 11.7 63.9 : 10.7 114.5 : 16.3 P<O.OOOI 
アブドミナルクランチ (9~112) 245 63.1 : 10.6 67.9 : 10.4 108.3 8.9 P<O.OOOI 
口一アーバック (9~ 180) 252 80.0 : 21.2 91.2 : 21.2 115.8 : 15.3 P<O.Oool 
愚大筋力の平均治加率 112.7 3.5 
図2
男子
女子
測定項目(負荷設定範囲) 人数
トレー ニング前 トレー ニング後 士首加率 t-test 
mean : SD mean : SD mean : SD 
P 
レッグプレス (24~283) 159 92.9 : 25.0 113.2 : 29.7 124.7 : 27.3 P<O.OOOI 
レッグエクスァンション (9~112) 141 42.8 : 12.5 53.0 : 12.0 128.6 : 27.3 P<O.OOO1 
レッグカール (9~90) 160 36.5 8.1 43.4 : 7.4 121.9 : 21.7 P<O.OOOI 
ベンチプレス (9~88) 146 20.6 : 3.0 22.3 3.6 108.6 : 15.7 P<O.OOOI 
バーチカルチェス卜ベンド (2~42) 160 5.7 1.6 7.0 : 1.9 125.8 : 30.4 P<O.OOOI 
プーリーカール (4.5~68) 158 12.8 : 4.2 14.7 : 4.9 117.3 : 22.5 Pく0.0001
フ ッ トプルダウン (4.5~82) 160 22.4 : 4.1 25.4 : 4.7 114.5 : 16.5 P<O.OOOI 
ロータリー卜ーソー 右 (9~90) 160 28.4 : 6.7 33.4 6.3 119.8 :17.5 P<O.OOOI 
ロータリートーソー 左 (9~90) 160 28.2 : 6.9 33.3 : 6.6 121.1 : 20.0 P<O.OOOI 
アプドミナルク 5 ~ノチ (9~1 12 ) 160 33.7 7.3 38.2 : 7.1 115.6 : 20.3 P<O.OOOI 
口一アーパック (9~1 80) 160 37.7 9.3 44.8 : 11.0 120.7 : 21.7 P<O.OOO1 
最大筋力の平均増加率 119.9 : 5.7 
表9.短期間筋力トレーニングの前後における最大筋力 (MVF)の比較
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いた｡
結果
a)不安傾向
状態不安においては､女子では一定傾向が観
察されなかったが､男子においてはサッカー
の種目において統計的に有意な低下が､また
すべての種目において低下傾向が観察された｡
b)自己効力感
ゴルフで統計的に有意に自己効力感が高まっ
た｡その他の種目では有意水準に達しないも
のの男女の別なく2回目の測定において得点
が高くなる傾向が認められた｡
C)気分
演習終了後にどちらかが低下あるいは高くな
るなどの一定傾向は観察されなかった｡
結論
以上の結果から､ 20歳前後の成長期を終了す
る時期の若者において､たとえ週1回の身体運
動であってもそれが定期的に実施されると､不
安感が低減し､自己効力感が向上する可能性が
示唆された｡
(4)まとめ
大学において保健体育科目が必修科目として
採用されたのは､ 1949年(昭和24年)､新制
大学の発足がきっかけであった｡それまでは､
大学卒業資格要件単位は1 20単位であり､新制
大学発足以前､体育は必修科目ではなかった｡
ところが､ ｢戟後の国民の健康･体力の貧弱な状
況を改善するために､将来を担う大学生に体育
教育は必須不可欠である｣という理由で､体育
4単位を追加する働きかけがなされ､それが認
められることになった｡
しかし､ 1971年､中教答申において､大学
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における保健体育教育の必要性は認めるものの､
その在り方に対する内容の改善､充実のため再
検討することが盛りこまれた｡その後､ 1991
年7月1日施行の大学審答申を基に｢大学設置
基準の一部を改正する省令｣が出され､大学教
育における保健体育科目の必修粋がはずれ､各
大学は自主的にカリキュラムを組むことが可能
となり､その結果として保健体育科目を選択制
にした大学もあった｡
岩崎義正､東京都立大学名誉教授は､大学保
健体育5 0年の歩みのなかで､大学体育･スポ
ーツに期待を込めて次のように述べている｡
世界保健機構(WHO)では､2000-201 0年
を｢運動器の10年｣として肩凝りをはじめ様々
な障害や生活習慣病から人間を解放する世界運
動に取り組んでいる｡職場や家庭での作業効率
の低下は､介護･医療費の増加を招いている｡
それらをくい止める手段として､体育･スポー
ツが大いに貢献できるものと期待されている｡
健康な体を創るには､身体運動が極めて重要な
鍵を握っていることは､今や多くの人が認める
時代である｡また､体育･スポーツは民族･国
を越えたノンバーバルな運動文化としての重要
性も広く一般に認知されてきた｡これらを追い
風にして､高等教育の中に2 1世紀型の保健体育
やスポーツを根付かせるように､期待している｡
今後､保健体育教員として求められることは､
その使命の再認識をすること､時代の変化に応
じた柔軟な教育内容の見直し､それに多角的な
調査･研究を行うことであろう｡学生の健康の
維持･増進にとどまらず､人間的成長にも寄与
できる保健体育教育を目指して､今後とも最善
の努力が必要である｡
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一補足資料一
専修大学における保健体育科目の目的
本学における保健体育科目においては､学生
における心身の健全な発達を促すために､ 3つ
の目標を掲げ開講されてきた｡第一は､ ｢体の正
常な発達を促すために必要な身体運動を実践す
る｣である｡ ｢ひと｣の体は､二十歳前後にその
完成期を迎える｡この時期に､十分な身体運動
をおこなわない場合､骨密度や筋肉の量､それ
と心身を巧みにコントロールするための神経系
やホルモン系の調節の働きにその影響が残るこ
とが知られており､授業(体育演習･スポーツ
演習)を通して定期的に身体運動をおこなう習
慣を身につけることを目指している｡
第二は､ ｢ストレスの健全な発散と協調性を養
う｣である｡大学受験などでストレスを抱えた
ままになっている学生の数は､年々増加する傾
向にあり､体育･スポーツ演習で開講される個
人･集団スポーツなどを通じて協調性を養いな
がら､健全にストレスを発散することである｡
第三は､ ｢生涯にわたる健康管理能力を養う｣
である｡老化は､人間だれしも避けられない現
象であるが､老化にともなう身体的な変化の特
性を良く理解し適切な運動がなされれば､老化
の予防および健康を維持増進することが可能で
ある｡
東京大学における保健体育の目的(昭和2 6年､
27年)
東京大学では､大学体育実技の実施にあたっ
て､大学の体育は｡学生が大学体育の内容につ
いて十分理解し､自らが自主的､主体的に実施
すべきであると考え､昭和26 (1951)年､
4月より｢体育科目履修の参考｣という小冊子
を作成し､それを全学生に配布して授業を実施
していたとされている｡
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これによれば､ ｢大学における体育の目的を一
言にしてしまえば､健康の保持増進である｡こ
こでいう健康とは単に肉体のみの健康をさして
いうのではなく､ WHOの保健憲章に定義され
ているように､精神的にも社会的にも健全な状
態をさしていうのであって--･-｣として記さ
れており､学生ひとり一人の健康の保持増進で
あり､その健康とは､単に身体的健康ばかりで
はなく､精神的､社会的健康をも意味している
と幅広くとらえられており､スポーツの技術を
教えることは第二義的に考えられた｡さらに､
昭和2 7 (1952)年度の小冊子では､ ｢大学の
体育科目は､講義と実技の実習により成り立っ
ているのであるが､このことは､一方において
体育に関する知的理解を高めることにより､日
常生活における活用を期待するものであり､他
方において体育の実践によってその方法と習慣
を身につけ生活を一層豊かにさせると共に身体
的にも精神的にも有能な人間の完成を意図する
ものである｡｣という表現を加えて理論と実技の
総合的な教育を目指した｡しかし､これらの表
現では､具体性に欠けると考え､昭和35 (1
960)年度版では､具体的にその目的を次のよ
うに述べている｡ ｢体育は身体活動を通しての教
育といわれる｡すなわち､体操､スポーツ､ダ
ンス等の身体活動の計画的実践を通して､身体
の健康を保持増進し､よい社会的性格を図るこ
とを目的とする｡｣とし､その具体的目標として
次のような項目を挙げている｡
1.育実践の習慣を身につけること｡
2.動能力検査によって自己の体力を知ること｡
3.スポーツ技術の向上に努力する楽しさを味
わうこと｡
4.集団における自己の責任を知ること｡
5.集団ルールの理解と尊守を基盤としてフェ
アプレイの精神を守ること
6.きびきびと行動する習慣を身につけること｡
7.身体虚弱者､病弱者等に対してそれぞれこ
れに適した運動及び保健指導を行う｡
翌年には､さらに若干の修正をし､ 1では
｢スポーツに親しむ態度を養うこと｡｣を､ 2項
では｢身につけた体育実践の習慣によって体力
の増進をはかること｣という文章を加え､さら
に｢施設､用具を大切にする心がけを滴養する
こと｣という項目も加え､全部で8項目の具体
的目標を示し､体育の目的を健康の保持･増進
を基底にしつつも､人間が社会生活を営む上で
重要な倫理や道徳､責任などといった具体的目
標を示し､学生が意欲をもって体育の履修がで
きるように示されている｡
東京大学における体育実施の概要(昭和26年､
27年)
体育の実技の種目は､各種のスポーツと体操
およびダンスであり､スポーツは､教養学部の
施設の現状とシーズンを考慮して､次のように
第1学期と第2学期で種目をわけて実施するよ
うに設定されている｡
以下､開講種目を示す｡
第1学期　野球若しくはソフトボール､庭球､
ハンドボール､剣道
第2学期　陸上競技､体操(徒手器械)､サッカ
ー､卓球､柔道
(当時の小冊子では､送球､蹴球と書かれている)
このように､全･後期で異なった種目を大学
が準備したのは､学生にできる限り自由に種目
を選択させ､ ｢各人のスポーツにおける規律を伴
った自由な活動を期待するからであり､さらに
勉学と将来の余暇を有効に使うための方法を身
につけるため各種のスポーツを体験させる機会
を得させる｣として､駒場キャンパスにいる間
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に､学生には､最低4種目は選択履修すること
を期待し､種目のシーズン制､自由選択制とと
もに､学生の体力､健康度を考慮したグループ
分けがなされている｡
Aグループ- ･疾病その他身体的理由で体育実技
の実施不能の者(ツ反応陽転1年
以内の者を含む)
Bグループ-･特に体育的措置を必要とするもの
Cグループ-AおよびBクループ以外の一般の
者のグループであって､別に示す
実技実施種目を自由に選択でき
る｡
Dグループ･-女子学生のグループあり､女子教
官が指導にあたり､テニス､バス
ケット､卓球そしてバドミントン､
ダンスなどが選択可能である
東京大学における体育実技の評価(昭和2 6年､
27年)
体育実技の単位を与える条件
｢大学学生に体育実技の単位を与える第-条件
としては､まず､出席である｡体育の効果は実
践にある｡いかなる体育に関する知識も､その
実践が伴わない限り無意味であろう｡体育の実
践は体育運動の時間に出席することによって得
られる｡この意味から少なくとも最低時数たる
4 5時間の出席をもって単位を与える最低条件
とすべきであるとされた｡また､実技を採点す
る場合には､別の4つの基準が示されている｡
(1)実技習得の程度
(2)運動場における遺徳的･社会的態度
(3)運動に対する興味の深さ
(4)体育に対する識見
以上のほかに､単位を与える方法としては､
特定の運動能力検査の制度を設け､これをパス
した場合に与える方法がある｡この場合､平素
の体育運動時間は､学生に対して右の運動能力
を与えるための練習として考える｣ (加藤橘夫:
新制大学における体育経営.東京大学綜合研究
会編:体育科学,昭和23年12月,体育日本杜)
昭和26年度履修小冊子では､体育実技につい
ては､次のような五つ基準を設けて評価した｡
(1)出席率｡ 2学期を通じて45時間の出席
は最低必須の条件である｡
(2)基礎運動能力テスト
(3)スポーツの技術テスト　自己の選択して
いる種目についての基礎技術のテストが各
学期毎に行なわれ､別に定める到着基準尺
度により評価される｡
(4)ゲーム中における参加態度と遂行能力
(5)レポート---各学期毎,もしくは2学期
に1回レポート(2000字から3000
字)の提出
<配点など>
出席点　　　　　60%
一般運動能力　1 5%
スポーツ技術　15%
態度･意欲　　10%
合計　　　　　100%
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